
指定管理者候補者の選定について [浜名湖ガーデンパーク]

静岡県交通基盤部都市局公園緑地課

１ 趣旨

(1) 指定管理者制度の概要

平成 15年９月に、｢地方自治法の一部を改正する法律｣が施行され、公の施設の管理に｢指定管

理者制度｣が創設されました。指定管理者制度とは、従来の地方公共団体の出資法人等による｢管

理委託制度｣と異なり、民間事業者も含む幅広い団体の中から地方公共団体が指定するものに公

の施設の管理を行わせるもので、多様化する住民ニーズに、より効果的、効率的に対応するため、

民間の能力を活用しつつ、住民サービスの向上と経費の節減等を図ることを目的としています。

(2) ｢浜名湖ガーデンパーク｣への指定管理者制度導入

浜名湖ガーデンパークは、浜名湖の恵まれた水辺環境や景観を生かし、多様なレクリエーショ

ンの場を提供するとともに、浜名湖花博の資産を継承し、園芸や庭園等の文化の発信・活動の場

となる公園運営を目指すことを設置目的として、平成 17年６月の開園以来、利用の増進、効果

的で効率的な運営を県直営で図ってまいりました。

静岡県では、浜名湖ガーデンパークにおいて、県営都市公園経営基本計画の実施に適した管理

運営体制の構築を目指すに当たり、指定管理者制度の導入が有効と考え、新しい工夫や経営手法

の導入により、公園が本来持っている機能をより発揮し、それを利用者に提供することにより、

サービスが向上し、利用者が増加することを期待し、平成 22年４月から同制度を導入すること

としました。

今回、５年間の第２期指定期間が令和元年度末をもって終了することから、改めて指定管理者

の募集を行いました。

２ 施設の概要

施 設の名称 浜名湖ガーデンパーク

設 置 目 的

浜名湖の恵まれた水辺環境や景観を生かし、多様なレクリエーションの場を提

供するとともに、浜名湖花博の資産を継承し、園芸や庭園等の文化の国内外に向

けた発信・活動の場となる公園として、幅広い世代に愛される公園を目指す。

供 用 開 始 平成 17年６月５日

所 在 地 浜松市西区村櫛町 5475-1

面 積 56 ha

施 設 概 要

利 用 者 数

（単位：人）

現 在の管理

運 営 状 況
浜名湖えんてつグループによる指定管理

令 和元年度

委 託 料
313,500 千円

区 分 施 設 名

有料公園施設

・体験学習館研修室（３室）

・屋 外 ス テ ー ジ（固定席 1,000 席）

・展 望 塔（高さ 50ｍ）

無料公園施設

（園路・広場等）

花の美術館、百華園、花木園、国際庭園、ふれあい花壇、

中央芝生広場、イベント広場、こども広場、水遊び広場、

緑地広場 ほか

その他施設等 四阿、パーゴラ、屋外トイレ他

年 度 26 年度 27 年度 28年度 29 年度 30年度

来園者数 1,516,340 1,294,673 1,381,853 1,350,139 1,350,525



３ 指定管理者の募集

募 集 方 法 公募

募 集 期 間
（募集要項配布）令和元年９月 19 日～25 日

（ 申 請 受 付 ）令和元年 10 月４日～８日

募

集

内

容

事業計画

書の提出

｢浜名湖ガーデンパーク指定管理者募集要項｣に基づき、管理運営内容と県が支払

う委託料の提案を事業計画書として提出する。

管理運営

方 針

｢県営都市公園経営基本計画｣に定める設置目的、役割・位置付け等に基づく管理

運営を行う。

指 定 の

基 準

知事は、申請があったときは、次の各号に掲げる基準のいずれにも該当するも

ののうちから、最も適切に指定管理者管理公園の管理を行うことができると認め

られるものを候補者として選定し、議会の議決を経て指定管理者を指定する。

(1) 事業計画書の内容が、県民の平等な利用を確保することができるものである

こと。

(2) 事業計画書の内容が、当該公園の効用を最大限に発揮できるものであるとと

もに、管理に係る経費の縮減が図られるものであること。

(3) 事業計画書に沿った管理を安定して行う能力を有しているものであること。

業務内容

(1) 公園の維持管理

(2) 公園利用の促進

(3) ボランティアとの協働

(4) 県民及び利用者への情報発信

(5) 有料公園施設（体験学習館研修室、屋外ステージ、展望塔）の利用承認

(6) 行為（有料公園施設以外の場所での催し、撮影等）の許可

(7) 利用料金の設定及び収受（利用料金は、浜名湖ガーデンパークの設置、管理

及び使用料に関する条例（以下、「条例」という。）に定める額の範囲内であら

かじめ知事の承認を得て指定管理者が定め、指定管理者が収入として収受す

る。）

(8) 都市公園法及び条例に基づき県が行う設置・管理等の許可に係る申請の受

付、使用料の代行徴収

(9) その他、条例第 27条第 2項に掲げる業務

指定期間 令和２年４月１日～令和７年３月 31日（５年間）

県が支払

う委託料
申請者による提案（各年度 317,500 千円を上限とする。）

利用料金

制 度

(1) 利用料金は、条例の定める範囲内において、指定管理者があらかじめ知事の

承認を得て定めるものとする。

(2) 利用料金は、指定管理者の収入とする。

(3) 利用料金収入の 10％を県に納入する。



４ 指定管理者選定委員会

審 査 方 法

(1) 有識者、県職員からなる｢浜名湖ガーデンパーク指定管理者選定委員会｣を設

置する。

(2) 選定委員会において、第１次審査（書類審査）で３者程度を選定し、第２次

審査（プレゼンテーション、ヒアリング）で優秀者１者を選定する。

指定管理者選

定委員会委員

審 査 項 目

及 び 配 点

氏名 所属

委員長 井口 義也 一般財団法人都市みらい推進機構 専務理事

委員 石井 みな子 株式会社パーティ・フー代表取締役社長

委員 久留戸 涼子 常葉大学教育学部 教授

委員 清水 裕子 大阪市立大学都市研究プラザ特別研究員

委員 水戸 喜平 樹木医

委員 勝又 泰宏 静岡県交通基盤部都市局長

区分 項目 点数

(1)団体の能力 団体の経営状況等
10 点

施設の管理に関する基本的考え方

(2)経営に関する計画等 収支計画、利用人数の計画、管理経費

の節減等
10 点

(3)組織体制に関する計

画
管理運営体制

12 点
職員の配置計画

職員の研修計画

苦情等に対する方策

(4)サービス向上、利用増

進に関する計画

イベント、自主事業計画、広報計画

22 点利用者意見の反映等

地域団体等との連携

(5)施設管理に関する計画 施設等維持管理 16 点

(6)危機管理体制 地震、火災等緊急時の対応
10 点

事故防止の取組及び発生時の対応

委 託 料 委託料 20 点

合 計 100点



５ 指定管理者候補者の選定

(1) 指定管理者候補者

指 定 管 理 者

候 補 者
浜名湖えんてつグループ

団 体 の 概 要

以下の６者により構成
① 遠州鉄道株式会社

鉄道事業、一般乗合及び一般旅客自動車運送事業、観光事業 等
② 特定非営利活動法人浜名湖観光地域づくり協議会

観光資源の整備・管理事業、自然を生かしたそぞろ歩きの街づくり事業 等
③ 一般財団法人公園財団

公園緑地の管理運営に係る調査研究、国営公園等の管理運営 等
④ 天龍造園建設株式会社

造園及び各種公園、緑地、運動施設等の設計並びに施工 等
⑤ 中村建設株式会社

総合建設業、土木・建築・設備工事の企画・設計・監理 等
⑥ 株式会社フジヤマ

測量、土木建築の調査・設計、環境アセスメント及び事後調査 等

提 案 の 概 要

(主な提案内

容)

・ 管理運営テーマ
～四季を彩る花と緑と水辺の庭園～
地域と共に未来につなげる癒やしと憩いのガーデンアイランド

・ 管理運営の基本方針
① 四季を感じる花風景と、地域のにぎわいを生む“心躍る”場の提供
② 若年層や女性に響く話題性のある飲食スペースの整備
③ 地元客・観光客の目的に合わせた「未利用者にも届く」広告・広報展
開

④ 既存のボランティアの継承と新しいボランティア形態の実現
⑤ 安全・安心・快適に過ごせる環境整備と災害を想定した復旧体制の構
築

・ 接客等
「接客・接遇マニュアル」を作成・配布し、管理事務所の職員、現場作業

員、ボランティアにも教育研修を実施し、サービス水準の向上に努める。
・ イベント、自主事業計画、広報計画

花にちなんだ各種イベントの誘致、地元の生産品をテーマとした食のイベ
ント誘致、広大な敷地を利用したスポーツイベントや健康プログラムの誘致
及び地域の文化振興や活動発表を目的としたイベントの誘致を行う。
広報戦略として、見やすさ、調べやすさ、使いやすさを追求した WEB サイ

トの構築、共感を軸にした SNS による情報発信を行う。また、地元客に向け
た広報戦略として、遠州鉄道グループの総合力を活かした広報・誘客活動、
「えんてつカード」会員を対象とした情報発信を行い、インバウンド及び国
内観光客に向けた広報戦略としては、ガーデンツーリズムと連携した広域誘
客、静岡デスティネーションキャンペーンの発信サイトとの連携を行う。
自主事業については、花博継承イベントを継続し、新たな取組として、ガ

ーデニングをテーマとした「ガーデン・フェス」を開催し、また、トレンド
やニーズ、季節に合わせた飲食の提供を可能にするためコンテナハウスを使
ったカフェを設置する。

・ 地域団体等との連携
地元の観光協会とのネットワークを活用し、地域との連携強化と利用促進
を図る。
・施設等維持管理計画
浜名湖ガーデンパークのシンボル的空間・花の見どころを改めて見直し、

「花の美術館」及び「里のエリア」と「街のエリア」をまたぐ箇所を中心に
「四季を彩る開花リレー」をつなげ、花の軸線を強化する。

県が支払う委

託料の提示額

令和２年度 317,500 千円

令和３年度 317,500 千円

令和４年度 317,500 千円

令和５年度 317,500 千円

令和６年度 317,500 千円



(2)選定経過

申 請 者

選 定 経 過

指定管理者選定委員会

審 査 結 果

＜第１次審査＞

＜第２次審査＞

＜総合評価＞

(参考)委託料の評価点Ｑi

＝ 配点 20点 ×（Ｃmin／Ｃi）×（Ｐmax／配点 80点）

Ｑi ：申請者 iの委託料の評価点

Ｃmin：全申請者の提案金額のうち最も低い金額

Ｃi ：申請者 iの提案金額

Ｐmax：全申請者の委託料以外の評価点のうち最大の評価点

団体名 所在地

浜名湖えんてつグループ 浜松市中区

月日 内容・選定経過等

10月 18日 第１回委員会
第１次審査（書類審査）を行い、申請者を第

１次審査通過者として選定

10月 25日 第２回委員会
第２次審査（プレゼンテーション、ヒアリン

グ）を行い、申請者を候補者として選定

項 目
配

点

浜名湖えんてつ

グループ

(1)団体の能力 10 9.2

(2)経営に関する計画 10 8.7

(3)組織体制に関する計画 12 11.0

(4)サービス向上、利用増進に関する計画 22 19.3

(5)施設管理に関する計画 16 13.3

(6)危機管理体制 10 8.4

(7)委託料 20 17.4

合 計 100 87.3

項 目
配

点

浜名湖えんてつ

グループ

(1)団体の能力 10 8.6

(2)経営に関する計画 10 8.6

(3)組織体制に関する計画 12 10.0

(4)サービス向上、利用増進に関する計画 22 18.6

(5)施設管理に関する計画 16 13.8

(6)危機管理体制 10 8.8

(7)委託料 20 17.2

合 計 100 85.6

浜名湖えんてつグループ

第 1次審査評価点(a) 87.3

第 2次審査評価点(b) 85.6

総合評価((a)+(b))/2 86.5



提案金額(５年間合計) 単位:千円

選定に当たっ

て の 考 え 方

公園経営基本計画の目的である、「利用の増進、利用者満足度の向上、効果的・

効率的な運営、安全・安心の確保」に主眼を置き、この公園の設置目的を達成

するため、管理運営経費の節減に併せて、団体の能力、経営や組織体制、サー

ビス向上、利用増進、施設管理に関する計画及び危機管理体制が適切なもので

あるかどうかを選定のポイントとした。

そのため、総得点における委託料以外の配点を８割としたほか、プレゼンテ

ーション及びヒアリングを行い、申請者の取組姿勢などを多角的に評価するこ

ととした。

講 評 及 び

選 定 理 由

○ 第１次審査、第２次審査の結果、浜名湖えんてつグループが以下の点で評

価を得て、指定管理者候補者に選定された。

・それぞれ専門性を有する企業等により構成される当該団体に安定性が感じ

られる。

・これまで外部評価において指摘されている事項に対し、積極的に応えてい

る。

・女性視点を取り入れて、改善されていると感じる。

・浜松市が花の産地であるということを熟知し、花の管理体制についても安

定していると感じる。

・これまでの管理実績において、管理瑕疵に基づく事故が発生していない点

は評価したい。

なお、審査の過程において、委員からは次のような要望があった。

・公園のブランディングイメージを定め、それに合うように、コンテナハウ

スを使用したカフェのデザインについて、外部の専門機関による「デザイ

ンチェック」を行うことにより、より一層の魅力向上が期待できる。

浜名湖えんてつグループ 1,587,500


